
４ 令和３年を振り返って

〇新型コロナウイルスの感染拡大防止と経済再生

・チームふくいによる「福井モデル」 での取り組み

・消費喚起や事業者支援

〇全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の開催

・５４年ぶりに本県で開催

〇東京オリンピック・パラリンピック

・聖火リレー ・県勢として初の複数金メダル獲得

〇県民の安心・安全

・ドクターヘリ単独運航 ・大雪への対策

〇進む高速交通網の整備

・北陸新幹線や中部縦貫自動車道の整備が進展
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新型コロナウイルスの感染拡大防止と経済再生

感染拡大防止

〇チームふくいによる「福井モデル」

- 7 - 「おはなしはマスク」を呼びかける県作成ＣＭ

令和３年を振り返って

・県民向けの相談窓口や入院・検査調整の

一元化により保健所の業務負担を軽減

・徹底した疫学的調査、幅広いＰＣＲ検査

により早期発見・早期治療

・エビデンスや現場の状況を把握し、

先手先手の対策を実施



新型コロナウイルスの感染拡大防止と経済再生

感染拡大防止

〇ワクチン接種

・必要となるワクチンや医療従事者の確保・調整

・県営接種会場を設置

（夜間接種、小中高生の優先枠、予約なし接種、ワクチンバス）

・全国上位の接種率 約８６％（若年層(１２～３９歳) 約７６％）

〇先手先手の対策

・軽症者向けの臨時医療施設として体育館を活用

〇新型コロナ対策で福井県が高評価

・菅首相が記者会見で福井県の取り組みを紹介

・医師が選ぶ新型コロナ対策 ２回連続１位

・日経新聞のコロナ対応力調査 １位
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新型コロナワクチン接種

令和３年を振り返って

軽症者用の臨時医療施設として準備された体育館



経済再生

〇 県内の消費喚起策として様々なキャンペーンを展開

〇 経済団体と意見交換をし、事業者を支援
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雇用シェアについて企業代表者との意見交換
（2月4日）

・デジタルバウチャー「ふく割」 ・ふくいdeお得キャンペーン

・ＧｏＴｏショッピング ・ＧｏＴｏイート など

・福井県版持続化給付金

・中小企業者等事業継続支援金

・雇用維持緊急助成金

・雇用シェア など

新型コロナウイルスの感染拡大防止と経済再生令和３年を振り返って



全国高等学校総合体育大会(インターハイ)を開催
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５４年ぶりの福井県でのインターハイ開催

〇県勢が躍動

・ボートかじ付きクオドプル(美方高校)やホッケー男子(丹生高校)

女子個人体操競技(鯖江高校 宮田選手)で福井県勢が優勝

〇高校生ボランティアスタッフが活躍

・約３，５００人が運営や競技補助として活躍

・２２１人の高校生活動委員が、大会開催２年半前から

広報活動や開会式での激励ステージなどを準備

久々子湖でのボート競技

総合開会式での歓迎演技（8月13日）

令和３年を振り返って
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聖火リレーや県勢の活躍

・新型コロナの感染対策を徹底した上で

１８１人のランナーがつないだ聖火リレー

・県勢として初の複数の金メダル獲得

・金メダルを獲得した３選手に県栄誉賞を授与

見延選手への県栄誉賞贈呈式（12月11日）

聖火皿に火をともすランナーの高橋愛さん（5月29日）見延 和靖選手（フェンシング男子エペ団体）

吉田 正尚選手（野球 サムライジャパン）

栗原 陵矢選手（野球 サムライジャパン）

東京オリンピック・パラリンピック令和３年を振り返って



- 12 -

ドクターヘリ

〇県単独 ドクターヘリの運航を開始

・県内どこでも概ね３０分以内に医師が初期治療を開始

・運航７か月で２２９回の出動実績（１２月２２日現在）

[ 救命・後遺症軽減効果（推定）]
5月24日に運航を開始したドクターへり

症状 ドクターヘリあり
ドクターヘリなし
（推定）

増減 効果（％）

死亡 ３１ ３７ △ ６ １６％減

重症（後遺症あり） １９ ３０ △１１ ３６％減

重症（後遺症なし） ３０ １３ ＋１７ －

中等症・軽症 ７１ ７１ ± ０ －

※１０月末までの搬送患者１５１事例をもとに、実際の予後と、仮に救急車で搬送

したとして県立病院医師が推定した予後を比較

県民の安心・安全令和３年を振り返って

運航開始を前に患者搬送手順を
確認した訓練（3月19日）



県民の安心・安全
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大雪

〇１月７日～１０日 嶺北地方を中心に大雪

・県内初の「顕著な大雪に関する福井県気象情報」発令

（福井市で最大107cm、大野市で166cmの積雪を記録）

・県民生活への影響を最小化するための対策を実施

・除雪オペレータの確保

・広域応援の受け入れ体制の構築

・除雪状況の「見える化」

（ホームページへの除雪進捗状況表示、市町除雪機械への

ＧＰＳ導入支援、道路状況確認カメラの増設など）

令和３年１月大雪時の除雪の様子

「みち情報ネットふくい」での除雪状況を見える化
（11月29日運用開始）

令和３年を振り返って



進む高速交通網の整備
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北陸新幹線

〇２年後に迫った福井・敦賀開業

〇敦賀以西の整備促進

・１１月に北陸新幹線建設促進同盟会の会長に就任

・沿線自治体や経済界と協力し、令和５年度当初の

着工を国に要請

・工程・事業費管理連絡会議にて情報共有

・金沢敦賀間の土木工事が完成

・新駅の名称が「越前たけふ駅」に決定

・新駅舎での現場見学会が開催

新幹線駅舎（越前たけふ）現場見学会
（9月19日）

令和３年を振り返って

同盟会会長として初の国への要請活動
（11月9日）
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並行在来線

〇地域に密着した県民鉄道
・８月に鉄道資産等の譲渡について、先行県を

上回る好条件でＪＲ西日本と基本合意

・１０月に経営・運行に関する基本事項を定めた

経営計画を策定

道路ネットワーク

〇福井と中京圏を結ぶ道路の整備
・令和８年春の全線開通に向けて整備が進む

中部縦貫自動車道大野油坂道路

(大野・和泉IC間19.5㎞は令和４年度開通予定）

・冠山峠道路は令和５年に開通予定 整備が進む中部縦貫自動車道（大野東ＩＣ（仮称）付近）

ＪＲ西日本（長谷川社長）と基本合意（8月26日）

進む高速交通網の整備令和３年を振り返って


